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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通過点を含む経路の道路曲率を評価するための方法であって、
　ａ）複数の通過点を含む前経路を受け取るステップと、
　ｂ）前記前経路から前記経路を生成するステップであって、前記前経路の複数の通過点
から精密なまたは細かい通過点のサンプリングを生成して前記経路の複数の通過点を作成
するステップを含むステップと、
　ｃ）前記経路の許容可能速度プロフィールを決定するステップであって、前記許容可能
速度プロフィールが前記複数の通過点の各々に関する許容可能な速度を有しており、前記
複数の通過点の各々に関する許容可能な速度が進路横断加速度制約条件を満たすステップ
と、
　ｄ）前記経路の最適速度プロフィールを決定するステップであって、前記最適速度プロ
フィールが前記複数の通過点の各々に関する最適な速度を有しており、前記複数の通過点
の各々に関する最適な速度が進路沿い加速度制約条件及び速度制約条件の両方を満たして
おり、前記速度制約条件が望ましい速度と許容可能な速度とのうちの最小値であるステッ
プと、を含み、
　前記最適速度プロフィールを決定するステップは、
　　前記複数の通過点を第１方向に掃引して進路沿い加速度プロフィールを決定するステ
ップであって、前記進路沿い加速度プロフィールは、負の加速度制約条件を満たすステッ
プと、
　　前記複数の通過点を第２方向に掃引して前記進路沿い加速度プロフィールを更新する
ステップであって、更新された進路沿い加速度プロフィールは、負の加速度制約条件及び
正の加速度制約条件の両方を満たすステップと、を含み、
　当該方法は、少なくとも１つの処理装置を用いて行われる、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記経路は、空間索引付きである、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記複数の通過点の各々の望ましい速度は、運転制限
速度である、方法。
【請求項４】
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　請求項１に記載の方法であって、前記許容可能速度プロフィールは、前記経路の近似的
な経路曲率を用いて決定される、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記最適速度プロフィールに基づいて、前記
経路の最適移動時間を決定するステップを含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記経路の周波数応答に基づいて前記経路の
快適性レベルを決定するステップを含む、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記経路の周波数応答は、前記最適速度プロフィール
に基づいている、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記最適速度プロフィールは、前記経路と同時に決定
される、方法。
【請求項９】
　経路の道路曲率を評価するためのシステムであって、前記経路は、複数の通過点を含み
、前記複数の通過点の各々は、望ましい速度を含み、前記システムは、請求項１に記載の
方法を行う少なくとも１つの処理装置を含む、システム。
【請求項１０】
　複数の通過点を含む経路の道路曲率を評価するための方法であって、
　ａ）前記経路の許容可能速度プロフィールを決定するステップであって、前記許容可能
速度プロフィールが前記複数の通過点の各々に関する許容可能な速度を有しており、前記
複数の通過点の各々に関する許容可能な速度が進路横断加速度制約条件を満たすステップ
と、
　ｂ）前記経路の最適速度プロフィールを決定するステップであって、前記最適速度プロ
フィールが前記複数の通過点の各々に関する最適な速度を有しており、前記複数の通過点
の各々に関する最適な速度が進路沿い加速度制約条件及び速度制約条件の両方を満たして
おり、前記速度制約条件が望ましい速度と許容可能な速度とのうちの最小値であるステッ
プと、
　ｃ）前記最適速度プロフィールの進路沿い加速度プロフィール及び前記最適速度プロフ
ィールの進路横断加速度プロフィールの各々の周波数応答を決定するステップと、
　ｄ）前記加速度プロフィールが、およそ０．１５ヘルツから０．２５ヘルツの間の周波
数を含むかを判定して、前記最適速度プロフィールに従って前記経路を通過する快適性レ
ベルを判定するステップと、
　ｅ）複数の潜在的な下位経路から前記経路を生成するステップであって、前記潜在的な
下位経路の各々は、周波数応答に基づいて不利な評価に置かれ、前記周波数応答は、１）
前記潜在的な下位経路の最適速度プロフィールの進路沿い加速度プロフィール、及び、２
）前記潜在的な下位経路の最適速度プロフィールの進路横断加速度プロフィールのうち１
つの周波数応答である、ステップと、を含み、
　当該方法は、少なくとも１つの処理装置を用いて行われる、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る道路曲率評価方法は、複数の通過点を含む経路の道路曲率を評価するため
の方法であって、ａ）複数の通過点を含む前経路を受け取るステップと、
　ｂ）前記前経路から前記経路を生成するステップであって、前記前経路の複数の通過点
から精密なまたは細かい通過点のサンプリングを生成して前記経路の複数の通過点を作成
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するステップを含むステップと、
　ｃ）前記経路の許容可能速度プロフィールを決定するステップであって、前記許容可能
速度プロフィールが前記複数の通過点の各々に関する許容可能な速度を有しており、前記
複数の通過点の各々に関する許容可能な速度が進路横断加速度制約条件を満たすステップ
と、
　ｄ）前記経路の最適速度プロフィールを決定するステップであって、前記最適速度プロ
フィールが前記複数の通過点の各々に関する最適な速度を有しており、前記複数の通過点
の各々に関する最適な速度が進路沿い加速度制約条件及び速度制約条件の両方を満たして
おり、前記速度制約条件が望ましい速度と許容可能な速度とのうちの最小値であるステッ
プと、を含み、
　前記最適速度プロフィールを決定するステップは、
　　前記複数の通過点を第１方向に掃引して進路沿い加速度プロフィールを決定するステ
ップであって、前記進路沿い加速度プロフィールは、負の加速度制約条件を満たすステッ
プと、
　　前記複数の通過点を第２方向に掃引して前記進路沿い加速度プロフィールを更新する
ステップであって、更新された進路沿い加速度プロフィールは、負の加速度制約条件及び
正の加速度制約条件の両方を満たすステップと、を含み、
　当該方法は、少なくとも１つの処理装置を用いて行われる、方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る道路曲率評価システムは、経路の道路曲率を評価するためのシステムであ
って、前記経路は、複数の通過点を含み、前記複数の通過点の各々は、望ましい速度を含
み、前記システムは、本発明に係る道路曲率評価方法を行う少なくとも１つの処理装置を
含む、システムである。
　本発明に係る別の道路曲率評価方法は、複数の通過点を含む経路の道路曲率を評価する
ための方法であって、
　ａ）前記経路の許容可能速度プロフィールを決定するステップであって、前記許容可能
速度プロフィールが前記複数の通過点の各々に関する許容可能な速度を有しており、前記
複数の通過点の各々に関する許容可能な速度が進路横断加速度制約条件を満たすステップ
と、
　ｂ）前記経路の最適速度プロフィールを決定するステップであって、前記最適速度プロ
フィールが前記複数の通過点の各々に関する最適な速度を有しており、前記複数の通過点
の各々に関する最適な速度が進路沿い加速度制約条件及び速度制約条件の両方を満たして
おり、前記速度制約条件が望ましい速度と許容可能な速度とのうちの最小値であるステッ
プと、
　ｃ）前記最適速度プロフィールの進路沿い加速度プロフィール及び前記最適速度プロフ
ィールの進路横断加速度プロフィールの各々の周波数応答を決定するステップと、
　ｄ）前記加速度プロフィールが、およそ０．１５ヘルツから０．２５ヘルツの間の周波
数を含むかを判定して、前記最適速度プロフィールに従って前記経路を通過する快適性レ
ベルを判定するステップと、
　ｅ）複数の潜在的な下位経路から前記経路を生成するステップであって、前記潜在的な
下位経路の各々は、周波数応答に基づいて不利な評価に置かれ、前記周波数応答は、１）
前記潜在的な下位経路の最適速度プロフィールの進路沿い加速度プロフィール、及び、２
）前記潜在的な下位経路の最適速度プロフィールの進路横断加速度プロフィールのうち１
つの周波数応答である、ステップと、を含み、
　当該方法は、少なくとも１つの処理装置を用いて行われる、方法である。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

